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美浜発電所３号機の原子炉自動停止について

美浜発電所３号機(加圧水型軽水炉；定格電気出力82.6万kW)は、定格熱出

力一定運転中の８月９日15時28分に、「３ＡＳＧ給水＜蒸気流量不一致トリ

ップ」警報が発信し、原子炉が自動停止し、引き続き、タービンが自動停止

した。

原子炉自動停止後、タービン動補助給水ポンプおよび電動補助給水ポンプ

が自動起動し、蒸気発生器に給水を継続しており、プラント状態に異常はな

い。

発生直後、タービン建屋内に蒸気が充満し、負傷者が発生したため、救急

車で病院へ搬送している。

原因については、現在調査中である。

なお、本事象による周辺環境への放射能の影響はない。

［平成16年８月９日 16時45分発表］

被災者11名を病院に搬送するとともに、タービン建屋および中間建屋に入

り、他に被災者のいないことを確認した。

また、タービン建屋の現地確認を行ったところ、タービン建屋２階天井付

近にある復水配管（第４低圧給水加熱器～脱気器の間の復水配管）に破口を

確認した。

なお、当該箇所からの漏えいは弁の閉止により停止している。また、プラ

ントは安全に停止している。

（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）
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